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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
青
色
の
糧
＆
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
０
０
３
Ｖ

【
作
者
名
】

　
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
家
庭
内
恋
愛
Ｘ
ハ
ヤ
テ
の
ご
と
く
Ｘ
青
色
の
糧
』
の
事
件
か
ら
一
年
後
。

『
家
庭
内
恋
愛
＆
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
剣
＆
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
リ
キ
ュ
ア
』
で
起
こ
っ

た
怪
人
の
感
染
事
件
。
そ
の
も
う
一
方
で
も
事
件
は
起
こ
っ
た
。

一
年
前
の
あ
る
事
件
を
解
決
さ
せ
、
学
生
生
活
に
戻
っ
た
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン

『
風
上
登
士
希
』
。
あ
る
日
、
恋
人
の
『
飛
鳥
』
の
父
親
が
謎
の
中
国
人
に
殺

か
ざ
か
み
と
し
き

害
さ
れ
る
。
中
国
人
を
探
し
て
中
国
へ
と
訪
れ
た
登
士
希
と
飛
鳥
は
か
つ
て
の

友
で
も
あ
っ
た
『
し
ん
の
す
け
一
家
』
と
再
会
し
、
共
に
謎
の
組
織
と
戦
っ
て
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い
く
。
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登
場
人
物
紹
介
（
前
書
き
）

こ
れ
は
『
家
恋
Ｘ
ハ
ヤ
テ
Ｘ
青
糧
』
か
ら
の
続
編
で
あ
り
、
『
家
恋
＆
ブ
レ
イ

ド
＆
フ
レ
プ
リ
』
と
同
じ
時
に
も
う
１
つ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
と
い
う
設
定
で

す
。
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登
場
人
物
紹
介

　
登
場
人
物
紹
介

風
上
登
士
希
（
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｖ
：
森
川
智
之
）

か
ざ
か
み
と
し
き

主
人
公
。
２
０
歳
。
普
段
は
大
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
雑
誌
に
載
る
ほ
ど
の
有

名
な
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
で
も
あ
る
。
一
人
称
は
「
俺
」
。
純
粋
で
真
っ
直
ぐ

な
性
格
。
幼
い
頃
に
習
得
し
た
空
手
を
武
器
に
１
年
前
の
あ
る
事
件
を
解
決
さ

せ
、
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
恋
人
の
『
飛
鳥
』
の
父
親
が
拳

法
使
い
の
中
国
人
に
殺
害
さ
れ
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
う
名
目
で
事
件
の
謎
を
探

し
て
中
国
へ
と
訪
れ
る
。
世
界
を
撮
影
し
て
い
た
事
か
ら
英
語
、
韓
国
語
、
中

国
語
、
台
湾
語
も
堪
能
で
あ
る
。

野
原
し
ん
の
す
け
（
Ｃ
Ｖ
：
矢
島
晶
子
）

も
う
１
人
の
主
人
公
。
５
歳
。
一
人
称
は
「
オ
ラ
」
。
普
段
は
バ
カ
げ
て
い
る

が
、
意
外
性
は
高
い
。
今
回
、
家
族
旅
行
で
中
国
に
行
っ
た
時
に
登
士
希
と
飛

鳥
と
再
会
し
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

飛
鳥
（
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｖ
：
白
石
涼
子
）

あ
す
か

２
０
歳
。
容
姿
は
鉄
拳
の
あ
の
娘
。
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
り
、
登
士
希
の
恋

人
で
も
あ
る
。
中
学
ま
で
は
関
西
に
い
た
た
め
、
関
西
弁
で
話
す
。
一
人
称
は

「
ウ
チ
」
、
「
あ
た
し
」
。
男
勝
り
な
性
格
で
、
登
士
希
を
誰
よ
り
も
愛
し
て

い
る
。
あ
る
日
、
帰
宅
す
る
と
、
父
親
が
謎
の
中
国
人
に
殺
害
さ
れ
、
中
国
人

を
シ
バ
く
た
め
に
登
士
希
と
一
緒
に
中
国
へ
と
訪
れ
る
。
実
は
登
士
希
に
内
緒
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で
合
気
道
を
習
得
し
て
お
り
、
危
険
物
取
り
扱
い
の
資
格
も
持
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ル
コ
ン
（
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｖ
：
江
川
央
生
）

中
国
人
チ
ン
ピ
ラ
の
リ
ー
ダ
ー
。
一
人
称
は
「
俺
様
」
。
短
気
で
口
調
の
荒
い

性
格
。
初
め
は
中
国
に
訪
れ
た
登
士
希
と
飛
鳥
を
「
よ
そ
者
」
だ
と
嫌
い
、
登

士
希
と
決
闘
を
し
た
が
、
敗
北
。
以
来
、
登
士
希
を
一
方
的
に
ラ
イ
バ
ル
視
す

る
が
、
ほ
と
ん
ど
一
緒
に
行
動
す
る
。

野
原
ひ
ろ
し
（
Ｃ
Ｖ
：
藤
原
啓
治
）

し
ん
の
す
け
の
父
親
。
ビ
ー
ル
と
し
ん
の
す
け
同
様
ピ
チ
ピ
チ
お
姉
さ
ん
が
好

み
。
今
回
、
家
族
旅
行
で
中
国
を
訪
れ
た
時
に
登
士
希
と
飛
鳥
に
再
会
し
、
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
強
力
な
足
の
臭
い
と
家
族
の
た
め
に
戦
う
根
性

が
武
器
。

野
原
み
さ
え
（
Ｃ
Ｖ
：
な
ら
は
し
み
き
）

し
ん
の
す
け
の
母
親
。
普
段
は
し
っ
か
り
者
だ
が
、
ど
こ
か
抜
け
て
い
て
、
短

気
な
面
も
あ
る
。
今
回
、
家
族
旅
行
で
中
国
を
訪
れ
た
時
に
登
士
希
と
飛
鳥
と

再
会
し
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
恐
ら
く
野
原
一
家
の
中
で
一
番
強

い
。

野
原
ひ
ま
わ
り
（
Ｃ
Ｖ
：
こ
お
ろ
ぎ
さ
と
み
）

し
ん
の
す
け
の
妹
の
赤
ち
ゃ
ん
。
キ
ラ
キ
ラ
光
る
物
と
イ
ケ
メ
ン
に
弱
く
、
登
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士
希
が
お
気
に
入
り
。
家
族
旅
行
で
中
国
を
訪
れ
た
時
、
登
士
希
と
飛
鳥
に
再

会
し
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

フ
ァ
ン
・
ウ
ェ
イ
（
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｖ
：
土
田
大
）

拳
法
使
い
の
中
国
マ
フ
ィ
ア
の
ボ
ス
。
飛
鳥
の
父
親
を
殺
害
し
た
張
本
人
。
途

中
、
登
士
希
の
存
在
を
知
り
、
一
年
前
の
あ
る
事
件
に
関
わ
っ
て
い
た
事
を
知

り
、
格
闘
家
と
し
て
登
士
希
と
戦
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　
雨
の
夜
…
。
俺
は
連
絡
を
受
け
、
１
つ
の
家
に
向
か
っ
て
い
た
…
。
傘
を
差

さ
ず
ひ
た
す
ら
打
た
れ
、
走
っ
て
い
た
…
。

「
う
わ
っ
！
？
」

い
き
な
り
後
ろ
か
ら
黒
い
車
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
き
て
…
俺
は
な
ん
と
か

避
け
た
…
。

「
く
っ
！
？
」

俺
は
避
け
た
弾
み
で
近
く
の
電
柱
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
再
び
走
り
出

し
た
…
。

　
家
…
。
俺
が
目
指
し
て
い
た
場
所
に
た
ど
り
着
い
た
。
静
か
過
ぎ
る
…
。
雨

と
雷
の
音
だ
け
が
鳴
り
響
い
て
い
た
…
。

「
飛
鳥
！
？
」

俺
は
『
飛
鳥
』
と
名
前
を
呼
び
、
家
に
入
っ
て
い
こ
う
と
し
た
…
。

「
う
お
っ
！
？
」

１
人
の
男
が
家
か
ら
吹
っ
飛
ん
で
き
た
！
？

「
お
と
ん
！
？
」
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飛
鳥
が
…
。
恋
人
が
吹
っ
飛
ん
だ
男
の
方
に
駆
け
寄
る
…
。
男
は
彼
女
の
父
親

だ
。

「
飛
鳥
！
？
」

俺
は
飛
鳥
に
駆
け
寄
り
、

「
登
士
希
！
？
」

飛
鳥
は
俺
に
気
づ
い
た
が
、
す
ぐ
に
父
親
の
方
へ
と
向
き
直
し
、

「
お
と
ん
！
？
し
っ
か
り
し
！
？
し
っ
か
り
し
い
や
！
？
」

俺
は
家
の
方
へ
と
顔
を
向
け
る
と
…
。

「
金
は
ど
こ
だ
？
」

き
ん

家
か
ら
中
華
服
を
着
た
中
国
人
ら
し
き
男
が
現
れ
た
…
。

「
教
え
る
も
ん
か
い
な
ぁ
…
。
」

飛
鳥
の
父
親
は
声
を
振
り
絞
る
…
。

「
あ
な
た
は
…
。
」

俺
は
中
国
人
に
尋
ね
る
が
…
。

「
ど
け
。
小
僧
。
お
前
に
用
は
な
い
。
」

中
国
人
の
狙
い
は
飛
鳥
の
父
親
…
。
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「
悪
い
け
ど
…
。
理
由
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
帰
る
な
ん
て
で
き
な
い
ん
だ
！
」

「
！
？
」

俺
は
構
え
る
。
空
手
の
構
え
だ
。
中
国
人
は
一
瞬
驚
い
た
が
、

「
空
手
か
。
面
白
い
！
」

中
国
人
も
構
え
る
…
。

「
登
士
希
…
。
」

中
国
人
の
後
ろ
か
ら
ガ
ー
ド
マ
ン
ら
し
き
連
中
が
集
ま
る
…
。

「
小
僧
。
下
が
ら
な
い
な
ら
死
ぬ
が
い
い
！
」

中
国
人
の
一
言
で
ガ
ー
ド
マ
ン
達
が
俺
に
向
か
う
。

「
生
憎
、
俺
も
望
ん
で
い
な
い
修
羅
場
を
く
ぐ
っ
て
き
た
ん
だ
！
」

俺
は
拳
に
力
を
入
れ
、

「
は
っ
！
」

ま
ず
は
１
人
に
ア
ッ
パ
ー
カ
ッ
ト
。

「
ふ
っ
！
」

２
人
目
に
肘
打
ち
。
３
人
目
は
俺
に
パ
ン
チ
を
す
る
。
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「
と
お
！
」

俺
は
右
腕
で
パ
ン
チ
を
ガ
ー
ド
し
、
す
ぐ
さ
ま
、
回
し
蹴
り
を
放
つ
。

「
は
っ
！
」

４
人
目
の
腕
を
片
手
で
掴
み
、
そ
の
状
態
で
肘
打
ち
、
背
負
い
投
げ
、
踏
み
つ

け
を
す
る
。
５
人
目
、
最
後
の
が
俺
に
キ
ッ
ク
を
し
、
俺
は
ガ
ー
ド
。
俺
は
右

拳
に
力
を
集
中
す
る
。

「
龍
尾
！
」

俺
は
ま
っ
す
ぐ
正
拳
突
き
を
し
、
拳
の
先
か
ら
緑
色
の
風
が
放
出
さ
れ
、
吹
っ

飛
ば
し
た
。

「
登
士
希
！
そ
な
い
な
奴
や
っ
た
れ
！
」

俺
の
戦
い
を
見
て
い
た
飛
鳥
は
促
す
。

「
や
る
な
！
そ
ん
な
技
を
使
う
と
は
な
！
」

中
国
人
は
再
び
構
え
、
俺
も
構
え
直
す
。

「
せ
ぇ
い
や
ぁ
！
」

中
国
人
は
俺
に
飛
び
蹴
り
を
放
ち
、
俺
は
ガ
ー
ド
す
る
。

「
ま
だ
ま
だ
！
」
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中
国
人
は
連
続
パ
ン
チ
を
し
、
腕
を
動
か
し
て
ガ
ー
ド
し
て
い
く
。

「
は
ぁ
！
」

俺
は
回
し
蹴
り
を
放
つ
が
…
。

「
は
ぁ
！
」

「
ぐ
っ
！
？
」

中
国
人
は
俺
の
回
し
蹴
り
を
か
わ
し
、
横
飛
び
蹴
り
を
放
ち
、
喰
ら
っ
て
し
ま

う
…
。

「
登
士
希
！
？
」

「
シ
ュ
ッ
！
」

俺
は
縦
に
手
刀
を
放
つ
が
…
。

「
甘
い
わ
！
」

「
ぐ
っ
！
？
」

手
刀
を
受
け
止
め
ら
れ
、
俺
は
投
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。

「
空
手
。
取
る
に
足
ら
ず
！
」

中
国
人
が
俺
に
拳
を
…
。
あ
れ
？
喰
ら
っ
て
い
な
い
…
。

「
飛
鳥
！
？
」
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「
飛
鳥
！
？
」

飛
鳥
が
俺
の
前
に
立
ち
、
中
国
人
の
拳
を
合
気
道
の
動
き
で
受
け
止
め
て
い
た

…
。

「
小
癪
な
小
娘
め
！
」

「
ぐ
ふ
っ
！
？
」

中
国
人
は
気
法
で
飛
鳥
を
吹
っ
飛
ば
し
…
片
手
で
首
を
締
め
上
げ
る
…
。

「
や
め
ろ
！
？
飛
鳥
を
放
せ
！
？
」

「
飛
鳥
！
？
」

「
さ
あ
言
え
！
金
は
ど
こ
だ
？
さ
も
な
け
れ
ば
、
こ
の
娘
を
殺
す
！
」

中
国
人
は
も
う
片
手
で
手
刀
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
…
。

「
金
は
…
。
中
国
の
別
荘
に
あ
る
。
」

飛
鳥
の
父
親
が
答
え
て
し
ま
っ
た
が
…
。

「
孫
を
覚
え
て
い
る
な
？
」

そ
ん

孫
？

「
こ
の
娘
に
は
用
は
な
い
！
」
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な
っ
！
？

「
登
士
希
ぃ
！
？
」

飛
鳥
が
叫
び
、
中
国
人
は
飛
鳥
に
手
刀
を
し
よ
う
と
す
る
！
？

「
く
っ
！
？
」

俺
は
す
か
さ
ず
、
中
国
人
の
手
刀
を
受
け
止
め
、
中
国
人
は
飛
鳥
を
放
し
、
俺

か
ら
振
り
切
っ
た
。

「
小
僧
…
。
名
前
は
？
」

中
国
人
が
俺
に
問
い
、
俺
は
苦
笑
い
し
な
が
ら
、

「
知
ら
な
い
人
に
名
乗
る
名
前
な
ん
か
な
い
ね
…
。
」

「
我
が
名
は
フ
ァ
ン
・
ウ
ェ
イ
。
」

フ
ァ
ン
・
ウ
ェ
イ
か
？

「
ど
う
す
る
の
？
俺
も
殺
す
の
か
？
」

「
や
め
て
お
こ
う
。
お
前
の
空
手
。
興
味
深
い
！
名
は
？
」

「
信
用
で
き
な
い
よ
。
」

「
な
ら
ば
、
通
報
で
も
何
で
も
す
る
と
い
い
！
さ
あ
！
名
乗
れ
。
」

仕
方
な
い
…
。
下
手
し
て
も
通
報
と
か
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
し
…
。
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「
登
士
希
。
風
上
登
士
希
。
も
う
い
い
だ
ろ
？
」

中
国
人
は
無
言
に
な
り
、
俺
は
飛
鳥
と
一
緒
に
飛
鳥
の
父
親
を
抱
え
、
そ
の
場

か
ら
逃
げ
た
。

フ
ァ
ン
「
風
上
登
士
希
。
奴
に
関
す
る
資
料
を
集
め
よ
。
間
違
え
て
も
殺
さ
ず

に
生
か
せ
。
私
が
倒
す
。
」

ガ
ー
ド
マ
ン
「
は
っ
！
」

大
雨
の
中
、
フ
ァ
ン
は
空
を
見
上
げ
て
い
た
…
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

青色の糧＆クレヨンしんちゃん
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n9003v/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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